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【研究の名称】 

 新潟県糸魚川市の流動性地すべりにおける基岩地質及び風化土層のレオロジー 

 

【研究テーマ】 

 近年、糸魚川で発生した地すべりの多く (来海沢、真木、釜沢、谷根広田、茶釜滝川など) は、

地すべり崩土の移動距離が地すべり斜面長を大きく上回る流動性地すべりである。これらの地す

べりの基岩地質は根知層上部〜名立層下部  (川詰層を含む) の砂質シルト岩を主体とする。流

動化の要因の一つは、基岩及びその風化生成物にあると考え、それらの物質特性を明らかにした

い。 

 

【研究内容】 

◎ 研究手法 

• 現地調査：露頭観察、サンプル採取、針貫入試験  

• 土質試験：針貫入試験、液性限界試験・塑性限界試験、粒度試験、ベーンせん断試験、流動

試験 

• その他試験：鉱物分析(X 線回折) 

 

◎ 現地調査の結果  

・  真木地区 

地すべり源頭部にて灰色の風化シルト岩を採取した。風化

シルト岩は来海沢地すべりにも特徴的な細かいスレーキン

グが観察された。末端部にて流出した土砂の堆積物を採取

した。泥流堆積物は、現在でも水分を比較的多く含んでい

る様子が観察できた(含水比30%程度)。 

・  釜沢地区 

地すべり源頭部にて風化シルト岩を採取した。 

・  谷根広田地区 

地すべり源頭部にて風化シルト岩を採取した。来海沢地す

べりでも観察された細かいスレーキングが顕著に観察であったほか、大きい礫が多数観察され

た。 



図１ 粘土（水ひによる分離）の
X 線解析の結果 

図２  地すべり端末からの距離
に対する(A)D50 粒径、(B)透水係
数、(C)ベーンせん断強度の関係 

図３  ドラム回転式攪拌機に
よる流動試験結果 

写真２ 流動試験試料 

・  茶釜滝川地区 

地すべり源頭部にて風化シルト岩・風化砂岩を採取した。風化シルト岩は風化泥岩層を有し、

来海沢地すべりでも観察された細かいスレーキングが観察された。 

・  鉱物分析 

X線回折 

来海沢地すべりについて基岩である風化シルト岩と泥

流堆積物の粘土鉱物の定性分析結果を比較すると、

回折チャートの形状および同定された粘土鉱物種の類

似性が高いことがわかった。これは流下に伴う地表面

(田面)からの細、粒分の取り込みが少ないことを示唆

している。 

◎ 土質試験(来海沢地すべり)  

・  粒度試験 

来海沢地すべりについて 毎〇粒径は上流から下流にかけ

て小さくなる傾向が見られた。(図 (A)) 

・  ベーンせん断試験  

来海沢地すべりで採取した試料について、上流から下流に

かけてわずかにせん断試験が増加する傾向が見られた 

(図(C)) 

• 流動試験による細粒化  

来海沢地すべりの風化シルト岩試料の岩片について、粒

径を2.0〜4.75mmに揃えて、ドラム回転式攪拌機を用

いた流動試験を行った。試料を水  (含水比=50%)に

24時間浸すと、粒子が細かくほぐれた (図-4)。その後、最初期の１時間における泥流の流下

距離は約400〜500mであったと推定されるため、攪拌機を使用して29回転/分で60分間

(最大で約480mの距離に相当する)回転させた。この試験の結果、サンプルの細粒化がさらに

進行した。 



図４ 塑性図 

◎土質試験(来海沢地区以外の地すべり) 

• 針貫入試験 

各地区での針貫入試験の結果、来海沢地すべり

の風化シルト岩と比較的類似した値が得られた。 

• 液性限界試験 • 塑性限界試験  

真木・釜沢両地区の風化シルト岩試料について、

液性・塑性限界試験を行ったところ、来海沢の風

化シルト岩と類似した結果が得られた。一方で、真

木地区の泥流堆積物試料について、試験を行っ

たところ、液性限界は来海沢地区の泥流堆積物試料より高い値を示した。 

 

【研究のまとめ】 

☆来海沢地すべりについて 

・  来海沢地すべりは、国内トップクラスの流動型地すべりである (L2/L1>3.0)。 

・  泥流の起源物質である風化シルト岩は、それらの液性限界の含水比から, 比較的低い水分量

で容易に流動化した可能性がある。 

・  泥流堆積物は透水係数が極めて小さく、間隙水の分離・除去が困難なため, 保水性が高く, 

流動性を長時間維持した。 

・  上流から下流にかけて D50 粒径が減少した。泥流の流下に伴って, 粒子破砕による細粒化

が進行したと考えられる。 

・  回転ドラム式流動試験の結果 , 水を含む風化シルト岩は吸水および流動の過程で容易に細粒

化する。 

☆周辺の地すべりについて 

・  露頭観察の結果、複数の地区で来海沢地すべりと類似した風化シルト岩が観察された。 

・  真木・釜沢の風化シルト岩について、液性限界  • 塑性限界は来海沢地すべりと類似した傾向

がある。 

今後の課題  

・  粒径変化 (細粒化) および含水比の変化に伴う、せん断強度  •粘土の変化を追跡する。 

・  危険度評価に向けて, 県内各地の流動型地すべりの基岩地質 , 土質パラメータ (c・Φ)など, 

地質・土質データを収集する。 

・  来海沢地すべりに特徴的な現象として、泥流は低密度  (約0•5g/cm3) の雪塊を大量に含ん

でいた。雪塊の影響についても検討する。 
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